
事例43：推進工事中にストラットが倒れ作業員が負傷

推進工事の発進立坑内において、段取替え（排泥ホース等の接続替え作業）中にストラットが倒れ、作業員の右足首が挟まれた。

原因

・右足下部骨折

結果：負傷

・左右同時に作業を行い、ストラットを
移動する時、周囲の作業員に声を掛け
ていなかった。

教 訓

行 動

・ストラットの転倒防止措置が
なされてなかった。

①ストラットの転倒防止対策として推進
時にはＨ鋼の推進架台に転倒防止プ
レートを設置し、ストラット仮置き場
には転倒防止ワイヤーと連結プレート
で連結する。

②ストラット点検簿を作成し、始業前に
チェックし元請業者に報告する。

③転倒の可能性のあるものを検証し、全
てに転倒防止対策を立てる。

ストラット

施工 土木・建設工事 挟まれ・巻き込まれ

転倒

事例44：後退したバックホウに作業員や交通誘導員が挟まれ負傷

バックホウが後退した際に、作業員の足がキャタピラと地上に置いてあった水道管に足を挟まれ負傷した。

原因

・足首亀裂骨折及び筋肉断裂

結果：負傷 教 訓

・作業員が、後方移動していたバックホウ
のキャタピラと地上に置いてあった水道
管に挟まれた。

行 動

・重機監視員を配置していなかった。
・バックホウ後退の際、オペレータ

が安全確認を怠った。
・作業員がバックホウの作業範囲内

に立ち入った。

①バックホウ等の建設機械の作業をする
際には、必ず重機監視員を配置し、旋
回及び移動は合図なしには行わせない。

②建設機械の作業内に入る場合は、機械
の作業を一時停止させる。
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施工 土木・建設工事 挟まれ・巻き込まれ
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・建設機械重機監視員を配置してい　なかった。・バックホウ後退の際、オペレータ　が安全確認を怠った。・作業員がバックホウの作業範囲内　に立ち入った。
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①バックホウ等の建設機械の作業をする際、　立入禁止措置を講ずることができない場　合は、必ず建設機械誘導員を配置する。②建設機械の作業半径内に立入る場合は、　建設機械誘導員の指示に従う。
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